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○ は じ め に


















A Study of European Education and Science Information 
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『官板中外新報』の原紙である『中外新報』（Chinese and Foreign Gazete）は，寧波においてア
メリカ人医師マクガバン（Danieel jerome Macgowan，中国名 瑪高温）によって１８５４年（咸豊４
年）に創刊された。創刊当初は月に２回刊行されたが，１８５６年より月刊になっている８）。同紙の


















のである。 Javasche courant は週２回の発行で，欧米各国の政情，東アジアと欧米諸国の関係な
どが掲載されている。


















　前者には『 遐 邇 貫 珍 』のほか翻訳筆写紙と呼ばれる「英国新聞紙」（安政６），「亜墨利加新聞紙」




　また，後者には The Nagasaki Shipping List and Advertiser （１６８１．６.２２－１６８１．９），The japan 
Herald（１８６１．１１．２３－１８６６．１），The Japan Express（１８６２．４.２６－？），The Japan Commercial 









外新報』を翻刻した『官板中外新報』第四号に，「 亜 美 利 加 土人」の記事がある。そこに，ヨー

















































































　 粤 に 稽 に中国載籍極めて博し。而して紀する所皆陳迹なり。六経諸子三通 19）等の書の如し。吾人
ここ かんがえる
皆喜びて泛覧渉猟す。而して其の益を穫るは，因って以て事を観，理を度し，陳を推し新を出し，心に





　比来西人の此に学ぶ者，精 益 精を求め，前に超え古に 軼 ぎ，名哲未だ言わざるの奥を啓き，造化未
ますます す
だ洩れざるの奇を闢く。請 略 其の綱を挙ぐるを。一を 化学 となす，言物 各 質有り，自ら能く変化す，精
ほぼ セミイ おのおの
識の士，條分縷析して，六十四元有るを，此の物未だ成らざるの質也。一を 察地之学 と為す。地中の泥





ソ ー ロ ギ イ
学と為す。一骨を挙げて，即ち能く弁析して微に入り，全体形状の殊異を知り，群卉を植えて，即ち能



















 察地之学 （geologie） 
ゲ オ ロ ギ イ
 鳥獣草木之 
ソ ー ロ ギ イ
（zoölogie）・ 測天之学 
アストロノミイ

























































































































では，トルコ国王がイギリス人 極士盆 に 埃及 の 黒勒 から 亜力山太 までの電信敷設を許可したこと，
ジーシーベン エジプト カイロ アレキサンドリア
トルコに銀１万８千両を毎年支払うこと， 蘇 夷 士 地峡から 哥 勒 希 ， 猛 買 （現ムンバイ）までは海




































　○　お わ り に
　従来，江戸時代は幕府の鎖国政策によって国を閉ざし，海外情報の流入を厳しく制限していた
と考えられていたが，近年になって「鎖国」自体の見直しが進み，幕府は積極的に海外情報収集
を行っていたことが明らかにされてきた。特に，ペリー来航以後，幕府は海外情報を公開する方
向に転じ，洋書調所を通じて漢訳洋書や海外新聞を訓点を付して翻刻出版している。その中で，
西洋の近代科学の興隆とそれに基づいた技術の発展，そして産業の発展と国力の増強等の論理が
伝播拡散して行くのである。その結果，中国において「中体西用論」が唱えられたのと同じよう
に，日本においては「採長補短」論が唱えられたのである。
　以上，本稿では，『六合叢談』およびその刪定本である『官板六合叢談』を中心に，官板海外
新聞における西洋教育情報および西洋学術情報を分析して，それが「中体西用論」や「最長補短
論」の形勢に影響を与えたことを明らかにした。
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